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Information' s
くらしのおしらせみとよ
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▲

問い合わせ　福祉課　☎73-3015
敬老祝金をお渡しします

　
９
月
15
日
時
点
で
市
内
に
在
住
す

る
、
数
え
年
で
88
歳
の
人
と
１
０
０

歳
以
上
の
人
に
、
敬
老
祝
金
を
お
渡

し
し
、
ご
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
す
。

該
当
者

•
昭
和
10
年
１
月
１
日
〜
12
月
31
日

　
に
生
ま
れ
た
人

•
大
正
12
年
12
月
31
日
以
前
に
生
ま

　
れ
た
人
　

祝
金
の
額
　
１
万
円

お
届
け
方
法

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
お
届
け

し
ま
す
。

　
１
０
０
歳
以
上
の
人
で
市
長
の
訪

問
を
希
望
す
る
人
は
、
市
長
か
ら
お

渡
し
し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
市
長
訪
問
は
中

止
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

お
届
け
す
る
時
期

　
９
月
中
旬
〜
10
月
中
旬

お知らせ

後期高齢者医療制度からのお知らせ

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期
間
・

納
付
猶
予
期
間
が
あ
る
皆
さ
ん
へ

　
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
、
納
付
猶
予
、

学
生
納
付
特
例
を
受
け
た
期
間
が
あ
る
場
合
、

保
険
料
を
全
額
納
め
た
と
き
に
比
べ
、
老
齢

基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る
年
金
）

の
年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金

を
増
額
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
期
間
の
保

険
料
に
つ
い
て
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
さ

か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
（
追
納
す
る
）
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
免
除
な
ど
を
受
け
た
期
間
の
翌

年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
の
追
納

の
場
合
、
当
時
の
保
険
料
額
に
一
定
の
加
算

額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。
追
納
は
、
古
い
月

の
も
の
か
ら
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

知
っ
て
い
ま
す
か
？

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

　
60
歳
ま
で
に
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格

期
間
（
10
年
）
を
満
た
し
て
い
な
い
人
や
、

40
年
の
納
付
済
み
期
間
が
な
い
た
め
、
老
齢

基
礎
年
金
を
満
額
受
給
で
き
な
い
人
で
、
厚

生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
な
い
人

は
、
次
の
と
お
り
60
歳
を
過
ぎ
て
も
国
民
年

金
に
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
年
金
額
を
増
や
し
た
い
人
は
、
65
歳
ま
で

②
受
給
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
な
い
人
は
、

70
歳
ま
で
（
昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
に
限
る
）

③
海
外
に
在
住
す
る
日
本
人
は
、
20
歳
以
上

65
歳
未
満
の
人

申
し
込
み
の
手
続
き

　
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も
の
ま
た
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
、
本
人
確
認
が
で

き
る
も
の
を
持
っ
て
、
市
民
課
、
各
支
所
ま

た
は
年
金
事
務
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

無
料
年
金
相
談

●
日
時
・
場
所

　
９
月
14
日
（
水
)

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

　危
機
管
理
セ
ン
タ
ー

●
持
っ
て
い
く
も
の

　
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も
の
の
ほ
か
、

相
談
者
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
も
の
。
代
理
人
の
場
合
は
、
委
任
状

お
よ
び
代
理
人
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確

認
で
き
る
も
の
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
高
松
（
オ
フ
ィ
ス
）

　
☎
0
8
7
・
8
1
1
・
6
0
2
0

国民年金のお知らせ ▲

問い合わせ　　　　　　市民課　☎73－3005　 　　
善通寺年金事務所　☎0877－62－1662

▲

問い合わせ　　　　　　　健康課　☎73－3014　　　
県後期高齢者医療広域連合事務局　☎087-811-1866

くらしくらし

▲９月中旬以降に送付する
　被保険者証は
　だいだい色の縞々ありから
　縞々なしに変更になります。
　(有効期限は令和5年7月31日まで)

しましま

（
要
予
約
）

被保険者証を９月中旬に再送付します
　現在の被保険者証は、9月30日（金）までです。10月から使用する新たな被保険者証は、被保険
者全員に9月中旬以降に『特定記録郵便』（緑色の封筒）で送付します。9月末までに被保険者証が
届かない場合は、健康課までお問い合わせください。

※県後期高齢者医療広域連合から、住民票に記載されている住所地へ送付します。送付先の変更な
どの個別対応はできません。住所地以外への送付を希望する人は、事前にお近くの郵便局で転送
の届け出を行ってください。

窓口負担割合（2割）の新設に伴う配慮措置があります

　10月１日（土）から、窓口負担割合に２割（負担区分：一般Ⅱ）が新設されます。窓口負担割合
の引き上げに伴う急激な負担の増加を抑えるために、窓口負担２割対象者には、施行後３年間（令
和７年９月30日（火）まで）、外来診療に係る自己負担限度額に配慮措置が実施されます（入院の医
療費は、配慮措置の対象外）。
　なお、配慮措置による給付を受け取るためには、
高額療養費支給口座の申請が必要になります。制度
開始時点で、高額療養支給申請口座の登録がない窓
口負担２割対象者の人には、10月頃に事前申請用の
書類を送付します。この機会に申請してください。

※後期高齢者医療制度の高額療養費は、一度申請し
ておくと、該当時には自動的に申請口座に振り込
まれるので、大変便利です。

　被保険者証などに記載されている内容に間違いがないか確認し
てください。記載内容に相違がある場合は、健康課へお申し出く
ださい。

被保険者証は２回（７月・９月）送付します。９月中旬以降に送付する被保険者証は、
10月１日（土）から令和５年７月31日（月）まで使用できます。

●被保険者証などを受け取ったら

　現在お持ちの被保険者証は、10月1日（土）以降は使用できま
せん。健康課または各支所に返却するか、各自で裁断し破棄して
ください。

●有効期限の切れた被保険者証の返還

【負担区分：一般Ⅱの外来自己負担限度額】

（A）通常の
　　自己負担限度額 18,000円

6,000円
＋（外来総医療費が30,000円を
超えた場合、その超えた分の10％）

（B）配慮措置による
　　自己負担限度額

（A）と（B）のいずれか低い方の金額を限度額とします


